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この特集では、由仁の
魅力を紹介します。

ここはわたしの生きるまち
特集

c
キ ャ ン ド ル

andle s
シ ョ ッ プ

hop K
コ コ

OKO

▽ 工具棚をリノベーションして、おしゃれなチェストに。 ▽ 落ち着いた雰囲気の店内。居心地のよさを感じます。

△ 奥の部屋にはキャンドルがたくさん。カフェも経営しているため、この部屋でお茶を楽しむこともできます。

枝
の
ろ
う
そ
く

北
海
道
に
や
っ
て
き
た

キ
ャ
ン
ド
ル
作
家

　

み
な
さ
ん
は
、
町
内
に
キ
ャ
ン
ド
ル
の

専
門
店
が
あ
る
の
は
ご
存
知
で
す
か
？

由
仁
市
街
地
に
あ
る
そ
の
お
店
は
、
看
板

も
な
く
、
一
見
普
通
の
住
宅
に
見
え
ま
す

が
、
実
は
ふ
た
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
家
が

運
営
し
て
い
ま
す
。
販
売
し
て
い
る
商

品
は
す
べ
て
手
作
り
。
ア
イ
デ
ア
と
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
お
し
ゃ
れ
な
キ
ャ

ン
ド
ル
を
数
多
く
製
作
し
て
い
ま
す
。

　

主
に
商
品
を
作
ら
れ
て
い
る
の
は
、
店

主
の
櫻
井
芳
枝
さ
ん
。
東
京
出
身
で
、
静

か
な
場
所
を
求
め
て
北
海
道
に
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
キ
ャ
ン
ド
ル
を

使
う
の
が
大
好
き
で
、「
そ
ん
な
に
好
き

な
ら
自
分
で
作
っ
て
み
た
ら
？
」
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
友
人
に
言
わ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
始
め

た
そ
う
で
す
。

　

櫻
井
さ
ん
が
作
る
キ
ャ
ン
ド
ル
は
、
ど

れ
も
素
敵
で
個
性
豊
か
。
特
に
人
気
の
商

品
は
、
白
樺
の
小
枝
が
中
に
入
っ
た
「
枝

の
ろ
う
そ
く
」。「
北
海
道
と
い
え
ば
白
樺

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
」
そ
う
で
、
風
で
落

ち
た
枝
を
拾
っ
て
、
円
柱
型
の
ろ
う
に
何

本
も
入
れ
て
作
っ
て
い
ま
す
。
雑
誌
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
評
価
も
高
く
、
札
幌

の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
わ
れ
る

ほ
か
、
北
海
道
洞
爺
湖
町
で
撮
影
さ
れ
た

映
画
『
し
あ
わ
せ
の
パ
ン
』
で
は
櫻
井
さ

ん
の
作
品
が
数
多
く
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
店
内
は
カ
フ
ェ
も
併
設
し
て
お

り
、
ろ
う
そ
く
の
灯
を
眺
め
な
が
ら
素
敵

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

由
仁
町
と
の
縁

　

櫻
井
さ
ん
と
由
仁
町
の
出
会
い
は
、
町

内
に
住
む
ひ
と
り
の
友
人
に
よ
る
も
の
。

北
海
道
に
移
住
す
る
こ
と
を
決
め
た
と

き
に
、
友
人
の
と
こ
ろ
に
泊
ま
り
な
が
ら

住
む
家
を
探
し
た
そ
う
で
す
。
も
う
ひ
と

り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
家
で
あ
る
お
弟
子

さ
ん
の
仕
事
場
も
兼
ね
て
、
由
仁
町
に
お

店
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
住

ん
で
い
た
方
か
ら
棚
や
テ
ー
ブ
ル
を
譲

り
受
け
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
使
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

町
民
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
教
室
を
開

い
て
キ
ャ
ン
ド
ル
の
作
り
方
を
教
え
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
子
供
や
親
子
連

れ
に
教
え
る
こ
と
も
あ
り
、
子
供
が
途
中

で
飽
き
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
工
夫
し

な
が
ら
楽
し
く
教
え
て
い
ま
す
。

　
「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
」
と
い
う
店
名
は
、
17
年

生
き
た
飼
い
猫
の
名
前
か
ら
取
っ
た
も

の
。「
あ
の
猫
と
同
じ
よ
う
に
、
お
店
も

長
く
続
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
を
込

め
て
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
お
店
も

由
仁
町
と
の
縁
も
、
い
つ
ま
で
も
続
く
と

い
い
で
す
ね
。

　

季
節
は
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
。
キ
ャ

ン
ド
ル
を
灯
し
て
家
族
や
友
人
と
素
敵

な
聖
夜
を
楽
し
む
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

今回紹介するのは、3 年前に開店したキャンドル
（ろうそく）専門店。

店主が生み出す作品の魅力と、由仁町での活動に
ついてお伝えします。

住所　由仁町中央 46 番地
営業日時　土・日曜日　12 時～ 16 時
休業期間　12 月～ 3 月
ＨＰアドレス　http://candle-koko.com/
☎ 090-2071-0419
※事前にご連絡いただければ、営業日
　以外もご来店できます。

お店の情報

第 4 弾
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　昭和 51 年から 40 年以上にわたり、消防団
員として、また、平成 19 年からの７年間は副
団長、平成 26 年からの４年間は団長として消
防業務にまい進し、地域住民の生命と財産の
安全保護に貢献されました。

　平成 14 年から平成 30 年までの約 16 年間
にわたり、由仁町体育指導委員および由仁町
スポーツ推進委員を務められ、スポーツの普
及振興に尽力されました。また、三川野球少
年団の指導者として、野球を通じて多くの子
供たちの健全育成にも尽力され、社会教育の
振興に寄与されました。

　平成 18 年から現在まで、児童生徒の通学路
における防犯活動および交通安全指導により、
安心して安全に通学できる環境づくりに大き
く貢献し、ボランティア活動の模範として地
域福祉の向上に寄与されました。

　平成 13 年から 16 年間にわたり、由仁町身
障福祉協会の副会長および会長を歴任され、
また、平成２年から平成 10 年および平成 22
年から平成 30 年までの８期 16 年にわたり町
身体障がい者相談員を務め、障がい者福祉の
向上に寄与されました。

　小学１年生から空手を始め、由仁空手クラ
ブに所属。４月に開催された第 56 回北海道空
手道選抜選手権大会　中学校３年生男子形の
部で優勝し、８月に開催された第 61 回小学生・
中学生全国空手道選手権大会に出場しました。
全道大会での優勝は４年連続、全国大会への
出場は５年連続になります。

11 月５日、町政の発展や教育振興の分野で功績のあった個人・団体の表彰が行われました。
今年度は６個人・１団体に対して表彰状が手渡され、その功績がたたえられました。

　昭和 54 年から約 40 年にわたり、消防団員
として、また、平成 26 年からの４年間は分団
長として消防業務にまい進し、地域住民の生
命と財産の安全保護に貢献されました。

　昭和 62 年から 30 年以上にわたり、商工会
役員として、また、平成 21 年からの６年間は
副会長、平成 27 年からの３年間は会長として
商・工業の発展に大きく寄与されました。

多大な功績をたたえ表彰

自治功労　石川 富夫  さん

個人表彰　大沼 勇樹  さん

実践団体表彰

ゆにっ子見守り隊  さん

社会福祉功労　辻󠄀谷 憲弘  さん

個人表彰　髙松 蒼
そ う ま

天  さん

自治功労　松井 敏文  さん

産業功労　金山 徳哉  さん

町政功労者表彰

教育委員会表彰

前列左から 4 番目から順にゆにっ子見守り隊さん、松井敏文さん、石川富夫さん、
金山徳哉さん、辻󠄀谷憲弘さん

前列左から 3 番目から順に大沼勇樹さん、
髙松蒼天さん
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　10 月 24 日、栗山地区交通安全協会松原会
長から、長年にわたり交通安全の推進に尽力
した町交通安全指導員の宮家宗政さん（新光）
に札幌方面交通安全協会長表彰（功労者）が
伝達されました。また、30 年以上の優良運転
者として、大松政夫さん（三川旭町）、田中照
章さん（中央）、櫻井正三さん（山形）が栗山
地区交通安全協会長表彰を受賞しました。
　受賞されたみなさんは、「今後も安心安全な
由仁町のために、交通安全活動に努めます」
と抱負を語っていました。

　長年にわたり学校教育に貢献された、しみ
ず歯科医院の清水学さん（三川緑町）、黒川薬
房の黒川範子さん（三川錦町）が、北海道学
校保健会から表彰され、11 月 12 日、田中教
育長から表彰楯が伝達されました。
　清水さんは平成８年４月から 22 年以上にわ
たり、黒川さんは平成８年４月から平成 29 年
３月までの 21 年間、町内の学校歯科医、学校
薬剤師として、児童生徒の歯科検診や薬品管
理などにご尽力されました。

町内４名が交通功労者・
優良運転者表彰を受賞

清水さん、黒川さんが
北海道学校保健会から表彰

10/24 11/12

　火災予防思想の普及、啓発の一環として、
小学１年生から３年生を対象に平成 30 年度火
災予防絵画コンクールが実施されました。南
空知管内の各小学校から 45 点の応募があり、
厳選なる審査の結果、由仁小学校２年高橋
未
み う

羽さんの作品が優秀賞に選ばれ、10月25日、
表彰状とトロフィーが贈られました。

　10 月 19 日、山形県で開催された第 66 回
精神保健福祉全国大会で浮田孝雄さん（本町）
が、北海道からただ１人、精神保健福祉事業
功労者として厚生労働大臣表彰を受賞しまし
た。浮田さんは長年にわたり、精神障がい者
の自立を支援しており、その功績が認められ
ての受賞となりました。

火災予防絵画
コンクールで優秀賞

浮田さん、
厚生労働大臣表彰を受賞

10/25 10/19

　中学生を対象にイラストレーションや
キャラクターデザインを募り、未来のアー
ティストを応援する北芸ジュニアートグラ
ンプリ 2018 で、由仁中学校２年の目黒み
うさん（山桝）が銀賞を受賞しました。
　目黒さんはイラストレーションの部に応
募し、空間の使い方や色の選び方が高く評
価されました。10 月 20 日、札幌市で開か
れた表彰式で表彰状が手渡されました。

　11 月 12 日に在宅療養推進フォーラム in 由仁、
17 日に健康づくり講演会を健康元気づくり館で開催
しました。
　在宅療養推進フォーラムでは、町立診療所の島田
医長が「在宅医療は『あなたらしい人生』をお手伝
いします」と題して講演し、町立診療所で取り組み
を始めた訪問診療でどのようなことができるのか、
在宅療養を支える体制などについて話しました。
　健康づくり講演会では、由仁町出身の柳澤克之医
師を講師に迎え、「糖尿病の重症化予防について」と
題して講演を行いました。柳澤先生は「食生活の欧
米化によって糖尿病になる人が増えています。血糖
値・体重・血圧をコントロールして合併症を防ぎ、
健康寿命を延ばすことが大切です」と話しました。

由仁中  目黒さん、
グランプリで銀賞を受賞

医療・健康を学ぶ
フォーラムと講演会を開催

10/20

11/12
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　第 52 回由仁町文化祭が 11 月３日から２日
間、文化交流館と健康元気づくり館で行われ
ました。会場には保育園児からお年寄りまで
331 人の絵画や書道、生け花など数多くの力
作が展示されました。なお、文化祭で出展さ
れた町の花「菊」は、引き続き役場庁舎でも
展示され来庁者の目を引いていました。
　11 月 18 日には芸能音楽発表会が文化交流
館で開催され、民謡や舞踊、バンドなど８団体、
約 100 人があでやかな衣装に身をつつみ、１
年間の練習の成果を披露。観客から盛大な拍
手が送られました。

　11 月 10 日、文化交流館で、南空知ＰＴＡ
連合会研究大会兼由仁町ＰＴＡ連合会研究大
会が開催されました。「ふるさとを愛し、生き
生きと学ぶ子どもの育成」をテーマに南空知
管内から約 220 名の保護者、教員らが参加し、
意見交換が行われました。
　参加者からは「他市町の保護者の取り組み
がわかる貴重な機会となった」「同じ思いで子
育てしている方がたくさんいて勇気をいただ
いた」などの声があり、子供たちのための活
動につながる大会でした。

　児童生徒に由仁産の食材を利用して作る由
仁のもの給食。今年度最後となる 11 月 13 日
の献立には、新米のゆめぴりかや豆腐、切干
大根などが利用されました。この日は、生産
者の北井友章（山桝）さんが由仁小学校に、
新屋礼子さん（西三川）が由仁中学校を訪れ、
生徒と一緒に給食を楽しみました。

　11 月 11 日、文化交流館で、岩内自治区開
基 130 年を記念して式典が開催されました。
　式典には自治区住民 84 人が出席。岩内の発
展に尽力された３名の方に感謝状が贈呈され
ました。式典の後は祝賀会が行われ、岩内自
治区の思い出や、20 年後、50 年後の未来に
ついて語り合いました。

文化の花を咲かせよう
文化祭・芸能音楽発表会

今年最後の
由仁のもの学校給食

岩内自治区
先人の苦労に思いをはせ

　由仁中学校２年の河端輝
て る き

季さん、澤田幸
こうしん

進
さん、１年の石川翔

と あ

羽さん、権堂修
しゅうや

也さん、
田代直

な お や

也さん、松尾颯
そ う た

汰さんが所属する中学
生軟式野球チーム「南空知ベースボールクラ
ブ」は、９月から 10 月にかけて行われた「第
20 回 IBA-boys U-14 北海道大会」で優勝し、
来春の全国大会に北海道代表としての出場が
決まりました。
　11 月１日、出場報告のため役場を訪れた６
人は、松村町長から激励を受け「守備・バッティ
ングで活躍し、全国優勝したい」と意気込み
を語りました。

　11 月３日、由仁中学校グラウンドで、北海
道日本ハムファイターズ由仁後援会（会長　
伊部憲幸）主催の、ファイターズの元選手を
招いた野球教室を開催しました。
　今回指導したのは、村田和哉さんと須永英
輝さん。教室は、小学生の部と中学生の部に
分け、子供たちのレベルに合わせた指導を行っ
てくれました。参加した 49 人の子供たちは、
プロの世界で活躍した２人の指導に大きな刺
激を受け、須永さんの「継続することの大切
さ」、村田さんの「可能性に蓋

ふた

をしないこと」
という教えに感銘を受けていました。

軟式野球で
全国大会出場決定

子供たちの成長を願い
研究大会

元日ハム選手が小中学生に
野球教室を開催

11/111/311/3

11/13 11/11

11/10
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12
月
29
日
㈯
か
ら
１
月
６
日
㈰

ま
で
く
み
取
り
業
務
を
休
み
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
20
日
㈭
ま
で
の
申

し
込
み
分
に
つ
い
て
は
年
内
に
収

集
し
ま
す
が
、
12
月
21
日
㈮
以
降

の
申
し
込
み
分
に
つ
い
て
は
、
１

月
７
日
㈪
か
ら
く
み
取
り
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
年
明
け
の
電
話
受

付
は
１
月
４
日
㈮
か
ら
で
す
。

※
表
札
の
掲
示
と
く
み
取
り
口
周

　

辺
の
除
雪
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ト
イ
レ
の
中
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
、 

紙 

　

南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
で
の
年

内
の
ご
み
の
収
集
と
直
接
搬
入
の

受
け
入
れ
は
12
月
29
日
㈯
ま
で
で

す
。

　

年
明
け
の
収
集
業
務
は
１
月
４

日
㈮
で
す
が
、
収
集
す
る
ご
み
は

左
表
の
と
お
り
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
通
常
の
収
集
業
務
と
ご

み
の
直
接
搬
入
の
受
け
入
れ
は
１

月
７
日
㈪
か
ら
行
い
ま
す
。

問
住
民
課
環
境
・
交
通
担
当

☎
０
１
２
３—

83—

３
９
０
３

▽
臨
時
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
方

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

　

明
書
は
、
事
前
に
電
話
予
約
を

　

し
て
お
く
と
、
休
日
で
も
受
け

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
12

　

月
28
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。

※
電
話
予
約
お
よ
び
受
け
取
り
が

　

で
き
る
方
は
、
由
仁
町
に
住
民

　

登
録
さ
れ
て
い
る
本
人
、
同
一

　

世
帯
の
方
に
限
り
ま
す
。
受
け

　

取
り
の
際
は
、
来
ら
れ
た
方
の

　

本
人
確
認
書
類
、
印
鑑
登
録
証

　
（
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
す
。

▼
戸
籍
関
係
の
届
け
出
に
つ
い
て

　

役
場
の
休
業
期
間
で
も
、
出
生
、

婚
姻
、
離
婚
、
死
亡
届
を
受
け
付

け
ま
す
。
内
容
や
添
付
書
類
に
不

備
が
あ
る
と
、
も
う
一
度
来
庁
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
出
生
、
婚
姻
、
離
婚
届
は
事

前
に
確
認
に
来
庁
い
た
だ
く
こ
と

を
勧
め
ま
す
。

　

な
お
、
転
入
・
転
出
・
転
居
届

に
つ
い
て
は
、
役
場
の
休
業
期
間

中
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
転
出
す

る
日
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、

▼
臨
時
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　

１
月
４
日
㈮
に
役
場
本
庁
舎
１

階
住
民
課
窓
口
を
次
の
と
お
り
臨

時
に
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
窓
口
業
務
の
内
容

　

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証

　

明
書
、
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書

　

の
交
付

▽
時
間　

８
時
30
分
～
12
時
15
分

各施設の年末年始休業日

年
末
年
始
の

し
尿
く
み
取
り

年
末
年
始
の

ご
み
収
集

住
民
課

戸
籍
窓
口
業
務

2

3

1

年 末 年 始 情 報

臨時収集日 収集地区 収集するごみ

1 月 4 日 ㈮

　▼市街地区
　▽由仁・三川・川端
　▽山形・古川・下古山・熊本の非農家地区
　▼農家地区
　▽山形・古川・下古山・山桝・岩内

　生ごみ（黄色袋）・可燃ごみ（赤色袋）
　不燃ごみ（青色袋）
　資源ごみ
　▽びん・缶・ペットボトル（灰色袋）
　▽プラスチック類（白色袋）

　▼農家地区
　▽古山・熊本・西三川・本三川・中三川・
　　東三川・川端）

　生ごみ（黄色袋）
　可燃ごみ（赤色袋）

施設名
12 月 平成 31 年 1 月

29 ㈯ 30 ㈰ 31 ㈪ 1 ㈫ 2 ㈬ 3 ㈭ 4 ㈮ 5 ㈯ 6 ㈰

役場一般事務
☎ 83-2111

年末年始休業日（※1）
住民課

窓口のみ
開設

年末年始休業日
（※1）

健康元気づくり館内
役場一般事務

☎ 83-4750
年末年始休業日

健康元気づくり館
☎ 82-2167

8：30 ～ 21：30 年末年始休業日
8：30

～
21：30

文化交流館
☎ 82-2000

9：00 ～ 21：00
（※2）

年末年始休業日
成人式

13：30 ～
年末年始休業日

9：00 ～
21：00

（※2）

町立診療所
☎ 83-2031

年末年始休業日
※急患の方は当直医師が診療します

ゆめっく館
☎ 83-3803

10：00 ～ 17：00 年末年始休業日
10：00

～
17：00

町体育館
☎ 83-2556

9：00 ～ 17：00 年末年始休業日
9：00

～
17：00

町民プール
☎ 83-4888

年末年始休業日
※年末は 12 月 25日㈫ から休館します

初泳ぎ
12：00 ～

18：00
年末年始休業日 定休日

町民センター
☎ 83-2304

9：00
～

21：00

9：00
～

17：00
年末年始休業日

9：00
～

17：00

市外局番（0123）

（※1）出生・婚姻・死亡届などの受付業務は行います。　（※2）行事が入らなければ閉館します。

開
庁
日
に
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
入
・
転
居
を
さ
れ
る
方
は
、

異
動
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
届

け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
14
日
目
が
年
末
年
始
休

業
日
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
は
、

休
み
明
け
の
開
庁
日
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
戸
籍
・
国
保
担
当

☎
０
１
２
３—

83—

３
９
０
３

　

お
む
つ
、
タ
オ
ル
な
ど
が
混
入

　

し
ま
す
と
、
し
尿
処
理
に
支
障  

　

が
生
じ
ま
す
の
で
、
絶
対
に
ト

　

イ
レ
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
協
業
組
合　

エ
ク
セ
ル
三
和

☎
０
１
１—

３
７
２—

２
０
１
１
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見て、聞いて、体験して
由仁町を知る

石塚  あゆみ
E-mail　ayuni.kyoryoku

@gmail.com

第48号

隊員だより
由仁町
地域おこし協力隊

　日増しに寒さが身に染みるようになりました。千葉でも寒い
寒いと言って震えていたので、久しぶりの北海道の冬を無事に
過ごすことができるのか今から心配しています。関東にいた頃
は、町を行きかう人々の服装を目にして季節の変わり目を感じ
ていたように思いますが、こちらでは木々の紅葉や日ごと高く
なっていく空を見上げて季節の移ろいを感じています。
　そして季節を感じる行事、由仁町文化祭。展示されている数
多くの素晴らしい作品を見て回り、体験コーナーでは押し花や
生け花、お茶にも参加し、大賑わいの中で文化祭を楽しみました。
　また、11 月は由仁町を飛び出し、研修のため岩内町や東京、
札幌にも行ってきました。研修を通して、地方で抱えている悩
みはどこの町も変わらないということを知り、それをいかに改
善していくか、そして町独自の魅力や強みを見出し新しい風を
吹かせる事が重要なのだとあらためて気づかされました。
　協力隊として私ができることは何なのか、やりたいことは何
なのか。今はまだおぼろげですが、最終的には「由仁町にしか
ない」と思えるような何かを作っていきたいです。

未 来 に 続 く 公 共 交 通
ＪＲ室蘭線活性化連絡協議会を設立しました

　２年前、ＪＲ北海道は私たちが利用している室蘭線を「単独で維持することが困難な線区」とし
て発表しました。その後、沿線自治体、国や道、ＪＲ北海道と協議を進め、11 月８日に岩見沢市、
苫小牧市、栗山町、安平町、由仁町の２市３町が集まり、室蘭線存続に向け、正式に協議会を設立
しました。今まで以上にこの２市３町が協力し、町民のみなさんの協力をいただきながら、利便性
の向上など様々な取り組みを行います。

　将来にわたって町民の方々や旅行者に利用
していただけるよう、室蘭線を維持していくた
めの取り組みを行います。今までも広報紙でイ
ベント情報や臨時便についてお知らせしてい
ますが、これからも様々な情報提供を行い、利
用促進を図ります。また、バスなども含め広く
公共交通として利便性を高め、地域振興を図っ
ていきます。

　新聞やニュースでも報道されていますが、Ｊ
Ｒ室蘭線は学生の主な通学手段として用いら
れ、また、貨物列車も通る大切な路線です。国
や道、ＪＲ北海道とともに利用促進や経費節減
に取り組み、存続に向けて協議を進めます。

　国は２年間で 400 億円の支援をＪＲ北海道
に行うこととしていますが、現段階で詳細は示
されていません。今後、国や道、ＪＲ北海道と
連携を密にし、詳細が示された段階で協議会と
しての対応を検討していきます。

協議会ではどのようなことをするの？

ＪＲ室蘭線はなくなるのですか？

町民の負担はあるの？

地域公共交通を支えるために

　車社会の現代、私たちは便利さを追求するあまりＪＲやバスを利用しなくなりました。
地域公共交通を支えるためには、私たちが乗車し利用することです。これからの季節、雪
が降ると自分で車の運転をするのも大変です。公共交通を利用すれば気楽に移動できます。
冬景色をゆっくり眺めながらＪＲやバスを利用して、遠くに出かけてみませんか。

来年は落ち葉でしおりを
作ろうと思います。

（画  石塚あゆみ）

ゆめっく館で夜長を楽しむ特集が
組まれていましたよ！

（画  石塚あゆみ）

ゆめっく館にも行ってきました。密かに楽しみに
している特集コーナー。普段読まないジャンルの
本も思わず読んでみたくなります。

● ●13 12広報ゆに 広報ゆに



総務課
☎８３-２１１１
住民課 税務
☎８３-３９０２
住民課 環境・交通
住民課 戸籍・国保
☎８３-３９０３
教育課
☎８３-３９０４
地域活性課
☎８３-２１１２
農業委員会事務局
☎８３-２１１３
産業振興課
☎８３-２１１４
建設水道課 上下水道
☎８３-２１１５
建設水道課 土木・建築
☎８３-２１１６
保健福祉課

（健康元気づくり館内）
☎８３-４７５０
町立診療所
☎８３-２０３１
老健ひだまり
☎７６-７７３５
南空知消防組合由仁支署
☎８３-２３８８

市外局番（0123）

電 話 番 号 一 覧

暮
ら
し
の

-Information-

報
情

退
職
し
た
と
き
は
、
国
民
年

金
の
加
入
を
忘
れ
ず
に

▼
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

退
職
に
よ
り
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
の
資
格
を
喪
失
し

た
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
方

は
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
扶

養
さ
れ
て
い
た
20
歳
か
ら
60

歳
未
満
の
配
偶
者
も
、
変
更

手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
「
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免

国
民
年
金
情
報

税
・
年
金

- Information-暮らしの 情 報

　

許
証
な
ど
本
人
確
認
で
き

　

る
書
類
」
ま
た
は
「
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

②
印
鑑

③
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明

　

書
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保

　

険
者
離
職
票
な
ど
退
職
日

　

の
わ
か
る
も
の

▼
保
険
料
額

　

月
額
１
６
、３
４
０
円

　
（
平
成
30
年
度
）

▼
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

　
と
き

　

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一

部
納
付
が
免
除
さ
れ
る
保
険

料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
の
写
し
を
お
持
ち

に
な
り
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
岩
見
沢
年
金
事
務
所
国
民

　

年
金
課

☎
０
１
２
６—

22—

５
８
０
４

問
住
民
課
戸
籍
・
国
保
担
当

　

町
立
診
療
所
で
は
、
医
師
・

看
護
師
が
町
内
の
施
設
へ
出

向
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
行
い

ま
す
。

日
程

▽
三
川
会
館　

12
月
12
日
㈬

▽
川
端
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

12
月
11
日
㈫　

時
間　
13
時
～
14
時
30
分

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
出
張
予
防
接
種

医
療
・

健
康

必
要
な
も
の　
健
康
保
険
証

接
種
料
金　
３
、７
８
０
円

▽
中
学
生
以
下
の
町
民　
　

　

１
、０
３
０
円

▽
65
歳
以
上
の
町
民　
　
　

　

２
、４
８
０
円

※
お
釣
り
が
出
な
い
よ
う
お

　

願
い
し
ま
す
。

※
中
学
生
以
下
は
、
次
の
条

　

件
を
満
た
し
た
う
え
で
医

　

師
の
判
断
に
よ
り
接
種
を

　

行
い
ま
す
。

①
過
去
に
町
立
診
療
所
で
接

　

種
し
た
方

②
ほ
か
の
医
療
機
関
で
接
種

　

を
し
た
方
で
、
母
子
手
帳

　

や
接
種
済
証
な
ど
で
確
認

　

で
き
る
方

問
町
立
診
療
所

日
時　

12
月
19
日
㈬　

13
時

　

～
15
時

場
所　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
囲

　

炉
裏
（
三
川
緑
町
95
番
地
）

問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支

　

援
セ
ン
タ
ー

問
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
囲
炉
裏

☎
０
１
２
３—

76—

７
８
２
８

認
知
症
カ
フ
ェ

「
囲
炉
裏
庵
」

福
祉
・

介
護

生
活

　

冬
は
、
水
道
管
や
水
洗
ト

イ
レ
な
ど
が
凍
結
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
出
か
け
る
前

や
寝
る
前
は
、
水
を
落
と
し

て
水
道
管
な
ど
が
凍
結
し
な

い
よ
う
備
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
屋
外
の
散
水
栓
は
あ

ら
か
じ
め
水
を
落
と
し
て
く

だ
さ
い
。
万
が
一
凍
結
し
た

時
は
、
左
表
の
指
定
業
者
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
建
設
水
道
課
上
下
水
道
担
当

水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意

業者名 休日中の連絡先

　㈲住建興業
　東栄 110 番地
　☎ 83-3633

　会社の電話番号へ
　連絡してください

　舞鶴設備工業㈱  
　由仁支店
　馬追 243 番地
　☎ 83-2900

　同社長沼支店
　☎ 88-2311

　まおい㈱
　古山 1389 番地
　☎ 86-2715

　携帯電話（権平）
　☎ 090-1386-1707

　まこと設備工業㈱
　三川旭町 122 番地
　☎ 86-2827

　携帯電話（中田）
　☎ 090-3114-6486

廃
品
回
収
を
頼
ん
だ
ら

思
い
が
け
な
い
高
額
請
求
に

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

　

チ
ラ
シ
を
見
て
廃
品
回
収

を
事
業
者
に
依
頼
し
た
。「
廃

品
回
収
代
金
が
８
万
円
」
と

書
か
れ
て
い
た
が
、
実
際
に

は
47
万
円
請
求
さ
れ
た
。（
80

歳
代
男
性
）

注
意
事
項

▽
投
げ
込
み
チ
ラ
シ
な
ど
を

　

見
て
事
業
者
に
廃
品
回
収

　

を
依
頼
す
る
場
合
、
記
載

　

さ
れ
て
い
る
金
額
で
契
約

　

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ  

　

ん
。
事
前
に
複
数
の
事
業   

　

者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、

　

料
金
だ
け
で
な
く
作
業
内

消
費
生
活
相
談
室

　

容
も
比
較
検
討
し
ま
し
ょ

　

う
。

▽
作
業
終
了
後
に
突
然
高
額

　

な
金
額
を
請
求
さ
れ
る     

　

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
契

　

約
時
や
作
業
開
始
前
に
追

　

加
料
金
が
な
い
か
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
時
は
家
族
や
周
り
の

　

人
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
う

　

こ
と
も
大
切
で
す
。

▽
困
っ
た
と
き
は
、
南
空
知

　

消
費
生
活
相
談
室
に
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

問
南
空
知
消
費
生
活
相
談
室

☎
０
１
２
３—

72—

３
５
８
１

市外局番（0123）

▼
町
営
住
宅
募
集
住
棟

　

由
仁
町
三
川
泉
町
１
５
３

　

番
地
の
１　

わ
か
ば
団
地

　

１
号
棟
１
階
１
戸
（
２
Ｌ

　

Ｄ
Ｋ
）

月
額
家
賃　

入
居
者
の
収
入

　

に
よ
り
決
定

共
用
費　
共
用
部
の
電
気
料

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

（
町
営
住
宅
） 住

居

敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

申
込
資
格

▽
住
宅
に
困
き
ゅ
う
し
て
い

　

る
こ
と
が
明
ら
か
な
方

▽
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い

　

な
い
方

▽
条
例
に
定
め
る
収
入
を
超

　

え
な
い
方

必
要
書
類　

所
得
証
明
書
、

　

住
民
票
、
税
金
の
完
納
証

　

明
書
等
と
印
鑑
が
必
要
で

　

す
。

選
考
方
法　

住
宅
に
困
き
ゅ

　

う
す
る
度
合
の
高
い
順
で

　

決
定
し
選
考
し
が
た
い
場

　

合
は
公
開
抽
選
と
し
ま
す
。

※
随
時
募
集
中
の
空
室
が
、

　

三
川
泉
団
地
と
古
川
団
地

　

に
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

※
募
集
状
況
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

　

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
12
月
20
日
㈭

入
居
予
定

　

平
成
31
年
１
月
下
旬

問
建
設
水
道
課
土
木
・
建
築

　

担
当
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- Information-暮らしの 情 報

消
防

全
国
統
一
防
火
標
語

　『
忘
れ
て
な
い
？  

サ
イ
フ

　
に
ス
マ
ホ
に  

火
の
確
認
』

　　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
年

の
暮
れ
の
慌
た
だ
し
さ
か
ら

防
火
に
対
し
注
意
不
足
に
な

り
が
ち
で
、
例
年
各
地
で
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
暖

房
器
具
な
ど
火
を
使
用
す
る

機
会
も
多
く
な
る
こ
と
か

ら
、
今
一
度
「
火
の
用
心
」

を
心
が
け
、
火
災
の
な
い
新

年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
お
済
み
で
な
い
家
庭
は
早

急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

採
用
予
定
日　

　

平
成
31
年
４
月
１
日

採
用
予
定
人
数　
１
人

受
験
資
格

▽
年
齢
・
履
歴
（
次
の
す
べ

　

て
に
該
当
す
る
者
）

①
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
者

②
民
間
企
業
等
に
お
け
る
職

　

務
経
験
（
※
）
を
５
年
以

　

上
有
す
る
者 

※
「
民
間
企
業
等
に
お
け
る

　

職
務
経
験
」
に
は
、
会
社

　

員
、
国
家
公
務
員
、
地
方

　

公
務
員
、
団
体
職
員
、
自

　

営
業
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
、  

　

契
約
社
員
等
を
含
む
）
と

　

し
て
、
１
週
間
に
つ
き
30

　

時
間
以
上
の
勤
務
を
１
年

募
集

職
務
内
容　

介
護
（
入
所
者

　

の
生
活
支
援
、
入
浴
・
食

　

事
介
助
な
ど
）

資
格
要
件　
問
い
ま
せ
ん

　
（
未
経
験
者
可
）

採
用
予
定
人
数　
数
名

任
用
期
間　

平
成
31
年
３
月

介
護
老
人
保
健
施
設

ひ
だ
ま
り

介
護
職
員
を
募
集

　

31
日
ま
で
（
更
新
有
）

雇
用
形
態

⑴
常
勤
職
員

勤
務
時
間　

次
の
時
間
帯
で

　

シ
フ
ト
制

▽
日
勤

①
７
時
30
分
～
16
時

②
８
時
30
分
～
17
時

③
11
時
～
19
時
30
分

▽
夜
勤

④
16
時
30
分
～
８
時
30
分

勤
務
日
数　
月
21
日
程
度

※
週
１
～
３
日
程
度
の
勤
務

　

や
、
日
勤
の
み
、
夜
勤
の

　

み
の
勤
務
も
可
能
で
す
の

　

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

給
与
等

▽
日
勤
時　

８
、０
０
０
円

▽
夜
勤
時　

１
７
、５
０
０
円

※
深
夜
加
算
を
含
め
た
金
額

　

で
す
。

▽
手
当

　

通
勤
手
当
、
時
間
外
手
当
、

　

介
護
職
員
手
当
支
給

▽
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加

　

入

▼
狩
猟
試
験
予
備
講
習
会

日
時　
平
成
31
年
１
月
27
日
㈰

　

９
時
～
16
時
30
分

場
所　

岩
見
沢
市
民
会
館
ま

　

な
み
ー
る
（
岩
見
沢
市
９

　

条
西
４
丁
目
１
番
地
１
）

受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

▽
第
１
種
、
第
２
種
銃
猟　

　

７
、５
０
０
円　

▽
網
、
わ
な　

５
、０
０
０
円

▽
網
お
よ
び
わ
な
（
２
種
類
）

　

７
、５
０
０
円

▽
第
１
種
ま
た
は
第
２
種    

　

銃
猟
と
同
時
に
網
ま
た
は    

　

わ
な
を
受
講
（
２
種
類
）

　

１
０
、０
０
０
円

受
付
期
間　

12
月
25
日
㈫
～

　

平
成
31
年
１
月
22
日
㈫

▼
狩
猟
試
験

日
時　

平
成
31
年
２
月
３
日

⑵
パ
ー
ト
職
員

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17

　

時
ま
で
の
時
間
帯
で
２
～

　

４
時
間
の
勤
務

勤
務
日
数　

　

週
１
～
５
日
の
範
囲
で
相

　

談
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

給
与
等

▽
時
給　

１
、０
０
０
円

▽
手
当　

通
勤
手
当
、
時
間

　

外
手
当
支
給　

▽
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加

　

入
の
有
無
は
勤
務
日
数
に

　

応
じ
て
判
断
し
ま
す
。

申
込
方
法　

履
歴
書
・
本
人

　

確
認
書
類
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

問
町
立
診
療
所
事
務
局
事
務

　

担
当

問
老
健
ひ
だ
ま
り
業
務
担
当

　

以
上
継
続
し
た
期
間
を
算

　

入
し
、
当
該
期
間
が
複
数

　

あ
る
場
合
は
通
算
し
ま   

　

す
。
た
だ
し
、
同
一
期
間

　

に
複
数
の
職
務
に
従
事
し

　

た
場
合
は
、
い
ず
れ
か
一

　

つ
の
職
歴
に
限
り
ま
す
。

▽
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

　

所
有
し
て
い
る
者

▽
採
用
時
に
由
仁
町
内
に
居

　

住
で
き
る
者

▽
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る

　

者
▽
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に

　

よ
る
欠
格
条
項
に
該
当
し

　

な
い
者

給
与　

職
員
の
給
与
に
関
す

　

る
条
例
等
に
よ
り
ま
す
。

※
民
間
企
業
等
の
経
験
年
数

　

に
よ
る
加
算
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

　

12
月
14
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

提
出
書
類　

履
歴
書
（
日
本

　

工
業
規
格
Ａ
４
版
）、
身

　

上
書
、
面
接
調
書
、
職
務

　

経
験
等
記
載
シ
ー
ト

※
身
上
書
、
面
接
調
書
、
職

　

務
経
験
等
記
載
シ
ー
ト
は

　

総
務
課
で
配
布
。
郵
送
ま

　

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能

　

で
す
。

書
類
選
考　

受
付
後
、
書
類

　

選
考
を
行
い
ま
す
。

試
験
日　

書
類
選
考
の
う   

　

え
12
月
下
旬
に
実
施
。

試
験
方
法　

教
養
、
事
務
能

　

力
、
適
性
、
論
文
試
験
お

　

よ
び
面
接
。
論
文
試
験
の

　

テ
ー
マ
は
、
試
験
日
当
日

　

に
発
表
し
ま
す
。

問
総
務
課
庶
務
・
財
政
担
当

狩
猟
免
許
試
験

お
よ
び
予
備
講
習

そ
の
他

　

㈰　

９
時
～

場
所　
空
知
総
合
振
興
局

　
（
岩
見
沢
市
８
条
西
５
丁
目
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

空
知
猟
政
協
議
会

☎
０
１
２
６—

25—

５
７
６
８

※
予
備
講
習
受
講
料
の
助
成

　

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課
農
政
担
当

募
集
科
目　

板
金
科
お
よ
び

　

電
気
工
事
科

訓
練
期
間　

平
成
31
年
４
月

　

15
日
～
平
成
32
年
３
月
11

　

日
（
１
年
間
）

応
募
資
格　

平
成
31
年
３
月

　

に
中
学
校
以
上
を
卒
業
す

　

る
方
ま
た
は
一
般
求
職
者

定
員　
各
科
７
名

訓
練
場
所　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　

セ
ン
タ
ー
空
知
（
中
空

　

知
地
域
職
業
訓
練
セ
ン      

　

 

タ
ー
）

授
業
料　

無
料
（
入
学
諸
経

　

費
と
し
て
５
５
、０
０
０

　

円
予
定
）

※
電
気
工
事
士
等
の
資
格
試

　

験
受
検
料
は
別
途
必
要
で

　

す
。

申
込
期
限　

平
成
31
年
１
月

　

16
日
㈬

主
催　

北
海
道
立
札
幌
高
等

　

技
術
専
門
学
院

問
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

公
共
職
業
訓
練
生
の

募
集

　

次
の
日
程
で
献
血
車
が
来

町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

　

12
月
26
日
㈬

▽
役
場
前　

10
時
～
12
時
30

　

分
▽
健
康
元
気
づ
く
り
館
前　

　

13
時
45
分
～
16
時

協
力
団
体　

　

由
仁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

献
血
車
が

　
　
　
来
町
し
ま
す

　

所
ま
た
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　

セ
ン
タ
ー
空
知

☎
０
１
２
５—

24—

１
８
８
０

年
末
年
始
の

　
　
　
　
火
災
予
防

一
般
事
務
職
員
（
社
会

人
経
験
者
）
を
募
集

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
ま

た
は
台
風
21
号
に
よ
っ
て
住

宅
等
に
被
害
を
受
け
、
融
資

や
支
援
を
受
け
る
た
め
に

「
り
災
証
明
書
」
を
希
望
す

る
方
は
、
12
月
28
日
㈮
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

証
明
書
の
発
行
に
は
、
町

の
職
員
が
被
災
し
た
住
宅
等

を
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
月
日
が
過
ぎ
た
り
、
雪

が
積
も
っ
た
り
す
る
と
調
査

が
難
し
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。
交
付
を
希

望
す
る
方
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
税
務
担
当

り
災
証
明
書
の

申
請
は
12
月
中
に

↑
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健
康
推
進
・
地
域
活
性
化
試
行
的

事
業
（
Ｋ
Ｃ
Ｍ
）
の
申
請
締
め
切

り
は
12
月
末
で
す
。

　　

平
成
30
年
度
分
の
げ
ん
き
チ

ケ
ッ
ト
の
申
請
締
め
切
り
の
期
日

が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
30
年

３
月
ま
で
に
健
診
を
受
け
て
い
る

方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
は
平
成
29
年
度
中
に
受

け
た
健
診
結
果
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
町
で
実
施
の
健

診
を
受
け
た
方
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

申
請
窓
口

　

保
健
福
祉
課
保
健
予
防
担
当

げ
ん
き
チ
ケ
ッ
ト
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

保健福祉課
☎ 0123-83-4750

FAX  0123-83-3813

げんき

▼
わ
く
わ
く
た
ま
ご
ぐ
み

▽
平
成
31
年
１
月
16
日
㈬　

10
時

　

～
11
時　

小
麦
粉
粘
土

▼
わ
く
わ
く
ひ
よ
こ
ぐ
み

▽
平
成
31
年
１
月
23
日
㈬　

10
時

　

～
11
時
30
分　

小
麦
粉
粘
土

場
所　
由
仁
保
育
園

料
金　

１
５
０
円
（
毎
回
受
付
時

　

徴
収
）

申
込
期
限　
12
月
25
日
㈫

※
た
ま
ご
ぐ
み
は
１
歳
、
ひ
よ
こ

　

ぐ
み
は
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

　

の
子
供
と
そ
の
保
護
者
が
参
加

　

で
き
ま
す
。

１
月
の
わ
く
わ
く

た
ま
ご
・
ひ
よ
こ
ぐ
み

☎ 0123-83-2173
FAX  0123-76-7003

子育て支援
センター

☎ 0123-83-3803
FAX  0123-83-3056

休 館日  ㈪・㈷

ゆめっく館

▼
こ
ど
も
映
画
会

▽
12
月
15
日
㈯　

14
時
～

　
「
お
し
り
た
ん
て
い　

お
し
り
た

　

ん
て
い
と
う
じ
ょ
う
！
」
20
分

▼
お
は
な
し
会

▽
12
月
８
日
㈯　

14
時
～

　

ゆ
め
っ
く
館　

▽
12
月
22
日
㈯　

14
時
～

　

ゆ
め
っ
く
館
・
三
川
会
館

▽
12
月
25
日
㈫　

16
時
～

　

三
川
会
館　

※
お
は
な
し
会
で
は
絵
本
を
読
ん

　

だ
後
に
、
楽
し
い
工
作
や
ゲ
ー

　

ム
を
行
い
ま
す
。

こ
ど
も
映
画
会
・

お
は
な
し
会

▼
一
般
書

『
女
性
の
が
ん
と
外
見
ケ
ア
』

分
田
貴
子

『
尿
ト
レ
』　

方
丈
社

『
日
本
ワ
イ
ン
と
手
仕
事
の
旅
』

後
藤
由
紀
子

『
み
ん
な
の
ど
ん
ぐ
り
帽
』

日
本
文
芸
社

『
稼
げ
る
！
新
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
始

め
方
』　

山
下
弘
幸

『
配
色
の
教
科
書
』

色
彩
文
化
研
究
会

『
親
に
作
っ
て
届
け
た
い
、
つ
く
り

お
き
』　

林
幸
子

『
検
査
結
果
な
ん
で
も
早
わ
か
り
事

典
』　

小
橋
隆
一
郎

『
寝
る
前
に
見
る
だ
け
で
近
視
・
老

眼
が
よ
く
な
る
魔
法
の
写
真
31
』

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
共
働
き
夫
婦
お
金
の
教
科
書
』

山
崎
俊
輔

『
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

２
０
１
９
』　

講
談
社

『
思
考
を
鍛
え
る
メ
モ
力
』　

齋
藤
孝

新
刊
リ
ス
ト

▼
小
説
・
エ
ッ
セ
イ

『
人
さ
ら
い
』　

翔
田
寛

『
Ｔ
Ｅ
Ｎ
』　

楡
周
平

『
緑
の
な
か
で
』　

椰
月
美
智
子

『
思
い
出
が
消
え
な
い
う
ち
に
』

川
口
俊
和

『
七
つ
の
試
練
』　

石
田
衣
良

『
花
咲
小
路
三
丁
目
北
角
の
す
ば
る

ち
ゃ
ん
』　

小
路
幸
也

『
影
ぞ
恋
し
き
』　

葉
室
麟

『
愛
な
き
世
界
』　

三
浦
し
を
ん

『
十
津
川
警
部
長
崎
路
面
電
車
と
坂

本
龍
馬
』　

西
村
京
太
郎

『
漂
砂
の
塔
』　

大
沢
在
昌

『
Ｔ
Ａ
Ｓ
特
別
師
弟
捜
査
員
』

中
山
七
里

『
永
善
堂
病
院
も
の
忘
れ
外
来
』

佐
野
香
織

『
ず
う
の
め
人
形
』　

澤
村
伊
智

※
掲
載
し
た
本
は
一
部
で
す
。
く
わ

　

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

除
雪
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

し
な
い
。

▽
周
囲
に
人
が
い
な
い
こ
と
を

　

確
認
し
、
人
を
絶
対
に
近
づ

　

け
さ
せ
な
い
。
ま
た
、
不
意

　

に
人
が
近
づ
い
た
場
合
に
は

　

除
雪
機
を
直
ち
に
停
止
で
き

　

る
よ
う
な
状
態
で
除
雪
を
行

　

う
。

▽
投
雪
口
に
詰
ま
っ
た
雪
を
取

　

り
除
く
と
き
は
必
ず
エ
ン
ジ

　

ン
を
停
止
し
、
オ
ー
ガ
や
ブ

　

ロ
ワ
の
回
転
が
停
止
し
た
こ

　

と
を
確
認
し
て
か
ら
雪
か
き

　

棒
を
使
用
し
て
雪
を
取
り
除

　

く
。

▽
特
に
後
進
時
は
足
元
や
周
囲

　

の
障
害
物
に
注
意
を
払
い
、   

　

無
理
の
な
い
速
度
で
使
用
す

　

る
。

問
一
般
社
団
法
人
日
本
農
業
機

　

械
工
業
会
内　

除
雪
機
安
全

　

協
議
会

☎
03—

３
４
３
３—

０
４
１
５

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　

冬
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

町
道
な
ど
の
除
雪
を
行
い
ま
す
。

降
雪
量
が
多
い
と
き
は
、
作
業

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
４
つ
の
お
願
い

①
早
朝
作
業
に
ご
理
解
を

　

除
雪
作
業
は
早
朝
か
ら
行
わ

　

れ
ま
す
。
騒
音
・
振
動
で
ご

　

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

②
路
上
駐
車
は
「
し
な
い
」「
さ

　

せ
な
い
」

　

除
雪
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の   

　

で
、
路
上
駐
車
は
絶
対
に
し

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
玄
関
前
の
雪
は
ご
家
庭
で

　

除
雪
後
に
玄
関
前
な
ど
出
入

　

り
口
に
た
ま
っ
た
雪
の
処
理

　

は
、
各
家
庭
で
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

④
道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は

　

事
故
の
も
と

　

走
行
車
が
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら

　

れ
る
な
ど
、
事
故
の
原
因
と

　

な
り
ま
す
の
で
、
道
路
に
雪

　

を
だ
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
建
設
水
道
課
土
木
・
建
築
担

　

当
☎
０
１
２
３—

83—

２
１
１
６

歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る

事
故
を
防
ご
う

　

毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な

る
と
除
雪
機
の
事
故
が
多
発
し

ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
と
き
は
、

使
用
者
の
責
任
で
正
し
く
安
全

に
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
安
全
装
置
が
正
し
く
作
動
し

　

な
い
状
態
で
は
絶
対
に
作
業
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一
年
経
つ
の
は
早
く
、
今

年
も
あ
っ
と
い
う
間
で
し

た
。

　

４
月
か
ら
広
報
の
編
集
に

携
わ
り
、
新
し
い
知
識
を
た

く
さ
ん
吸
収
し
、
充
実
し
た

毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

分
か
り
や
す
い
文
章
を
書

き
、
み
な
さ
ん
に
伝
え
る
こ

と
の
難
し
さ
を
、
あ
ら
た
め

て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
分
か
り
や
す
く

読
み
や
す
い
文
章
で
お
伝
え

で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
、
よ
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。

（
地
域
活
性
課
地
域
活
性
担

当　

今
村
）

駐
車
場
の
白
線
を
補
修

　

10
月
22
日
、
由
仁
小
学
校

の
駐
車
場
の
白
線
を
、
北
有

建
設
株
式
会
社
（
美
唄
市
）

に
無
償
で
補
修
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
か
す

れ
て
い
た
駐
車
場
の
枠
線
が

は
っ
き
り
見
え
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
無
償
補
修
に
対
し
、

10
月
29
日
、
伊
藤
校
長
が
感

謝
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

ご厚意
感 謝します

編集 の
ひとりごと

広  告

氏名 年齢 月日   住所（自治区）
岩崎　スミ 93 10/14   岩内（同左）
白川　馨 94 10/16   岩内（同左）
早坂ミツコ 90 10/17   中央（由仁南６区）
竹内　正雄 87 10/18   本町（由仁２区）
田中　昭雄 83 10/20   本町（由仁３区）
岡本　貞 87 11/ ９   岩内（同左）

人口　5,187人（前月比＋2人・前年比－105人）
男性　2,467人　　女性　2,720人
世帯　2,431世帯（前月比＋4世帯）
※平成30年11月1日現在（住民基本台帳人口）

人の 動き

（11月15日までの届出分）

おくや み

由
仁
産
野
菜
を
給
食
に

　

村
口
学
さ
ん
（
山
桝
）
か

ら
「
由
仁
町
産
の
野
菜
を
子

供
た
ち
に
」
と
、
玉
ね
ぎ

２
０
０
㎏
を
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
玉
ね
ぎ
は
、
11

月
の
献
立
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

温
か
い
ご
支
援
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

被
災
地
へ
の
復
興
支
援
で
、

埼
玉
県
深
谷
市
が
ふ
る
さ

と
納
税
代
理
寄
附
の
受
付

を
行
い
、
由
仁
町
へ
４
、

１
６
５
、４
３
４
円
の
配
分

が
あ
り
ま
し
た
。

　

温
か
い
寄
附
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
方
々
、
ま
た
、
埼

玉
県
深
谷
市
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　教育に関する理解と関心を高めるこ
とを目的に制定された「ゆに教育の日」。
　学校や子供たちの様子を多くの町民
に見てもらおうと、11 月１日、町内の
小中学校と幼稚園、保育園で一斉公開
授業「みんなで学校へ行こう！」が行
われ、保護者や地域住民のみなさんに
参観していただきました。

参観者に協力いただいたアンケートの一部を紹介します。
▽全体的な感想
・先生たちと子供たちの様子を含め、しっかりとした環境で授業を受けている。
・子供たちから元気をもらえた。
・集団生活での様子を知ることができた。
・英語を混ぜたりして、興味を持たせているのが良かった。

みんなで学校へ行こう！
ゆに教育の日一斉公開授業

北海道電力からのお知らせ

この冬も引き続き「無理のない範囲での節電」に
ご協力をお願いします。くわしくは、ほくでんホー
ムページをご覧ください。

ほくでん節電 検 索 ➡
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  わくわくたまご組
  （広報11月号）

  わくわくひよこ組
  （広報11月号）

  わくわくひよこ組
  （広報11月号）

26

12

29

2

9

15

2216

23

17 19

3130
・・・ 暮らしの情報（14~17P）
・・・ 子育て支援センター（19P）

・・・ ゆめっく館（19P）

14

21

28

4 5

6 87

20

27

3

10

18

木 金 土日 月 火 水

11 10
1Calendar

らしのカレンダー暮広
報
ゆ
に
12
月
号

平
成
30
年
12
月
１
日
発
行（
通
巻
７
２
８
号
）

発 行／由仁町　〒069-1292  北海道夕張郡由仁町新光200番地　☎ 0123-83-2111（代表）   FAX 0123-83-3020 　　編 集／地域活性課地域活性担当
　　　 ホームページ　http：//www.town.yuni.lg.jp　　Eメール　chiiki@town.yuni.lg.jp　　　　　　　　　　 　印 刷／有限会社ＹＫ印刷

・町道民税第４期
・国民健康保険税第６期
・介護保険料第６期
・後期高齢者医療保険料第６期
➡問い合わせは住民課税務担当まで

町税
納期限 12/25㈫

時　間　15 時 30 分～ 16 時 30 分
場　所　文化交流館
対象者　優良運転者
問由仁町交通安全協会
☎ 0123-83-2362（メリーワーク内）

運転免許証
更新時講習 1/10㈭

  子育てサロン
  ぞうさん広場
  「ベビーマッサージ」
  由仁保育園
  10：00-12：00

  子育てサロン
  ぞうさん広場
  「読み聞かせ」
  由仁保育園
  10：00-12：00

  子育てサロン
  ぞうさん広場
  「ママの日」
  由仁保育園
  10：00-12：00

  役場住民課
  臨時窓口開設
  8：30-12：15
  （10P参照）

  新年交礼会
  町民センター
  17：00-

  由仁消防団出初式
  由仁市街地および
  町民センター
  13：30-

24 25

  健康・栄養相談室
  げんき館
  10：00-12：00

  健康・栄養相談室
  げんき館
  10：00-12：00

  ふまねっと健康
  づくり教室
  川端消防会館
  10：00-

  ふまねっと健康
  づくり教室（川端）

  おはなし会

  おはなし会

  ふまねっと健康
  づくり教室
  げんき館  10：00-
  あかり館  13：30-

  ふまねっと健康
  づくり教室
  げんき館  10：00-
  あかり館  13：30-

  役場仕事納め

  役場年末年始
  休業日
  ➡1月6日まで

  こども映画会

  認知症カフェ
  「囲炉裏庵」

  すくすくサロン
  げんき館
  10：00-11：30
  乳幼児健診
  げんき館
  13：00-14：30受付

  昭和のうた
  コンサート
  （広報11月号）

  由仁町成人式
  （広報11月号）

  無料法律相談会
  げんき館
  13：00-16：0013

水

金

  げんき塾
  げんき館  10：30-11：30
  ※12月26日㈬、1月2日㈬
  　はありません

  げんき塾
  三川会館  10：30-11：30
  ※12月28日㈮、1月4日㈮は
  　ありません

毎週の
行事

12/11

1/1

12

由仁町議会  第 4 回定例会

（予定）
1日目　12月12日㈬
2日目（最終日）   12月14日㈮
時間　9：30～


